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水道事業者向け社会情報利活用サービスの提案 
 

長谷川隆† 
 

官民が保有する住民並びに公共施設等に関する社会情報を利活用することにより，公共機関の住民便益向上，コスト

削減を支援するサービスは，今後の大きな IT 適用領域に繋がる可能性がある．本報告では，公共機関の一例として

水道局を取り上げ，その事業計画管理を支援する情報利活用サービスである満足度管理，リスク管理，インフラ関連

系管理，資産管理を考案した．今後は，事業者により有用と判断された満足度管理等の技術開発を進めながらサービ

スの修正，追加を行う． 

 

Proposal of Social Information-based Public Services 
for Water Utility 

 

TAKASHI HASEGAWA† 
 
 

IT services which improve the public sector service quality and reduce costs utilizing social information about citizens and public 
assets are supposed to become one of large IT application domains. In this paper, IT services supporting business plan 
management are proposed for water utilities as an example of the public sector. They are customer satisfaction management, risk 
management, inter-infrastructure management, and asset management. The services evaluated positively by water utilities such as 
customer satisfaction management are going to be developed, and other proposals are going to be improved and produced. 

 
 

1. はじめに  

公共施設のみではなく，住民・住民関連情報，関連施設の

位置・制御情報等の関連情報も，公共機関の無形資産であ

り，公共における業務の IT 化，公・民による住民関連情報

収集・蓄積の進展に伴い，これらの社会情報を有効活用し

た公共機関の資産管理，住民便益の向上，公共予算配分の

最適化が求められる．このような情報資産を活用したサー

ビスは，水道局等の社会インフラを持つ団体や自治体（県，

政令市，広域団体）に向けた IT 適用領域に繋がる可能性が

あり，Smart City など新社会インフラでも必須の要素とな

ると予想される． 

上記のような社会情報を活用した公共基幹業務支援を行う

具体的なサービスとしては，長谷川[1]が自治体向けの公共

資産・住民サービスを提案しており，同サービス実現に必

要な技術要素を抽出している． 

また，水道向けの情報利活用技術としては，天候，気温，

曜日等の情報から水需要を予測する研究[2]や同技術を用

いたシステム[3]が知られている．更に，設備台帳等に記録

された情報に基づき，設備の補修，更新に必要な時期と費

用の算出やリスクの分析を行う資産管理（アセットマネジ

メント）が普及してきた[4][5]．しかし，従来の資産管理で

は住民に関する情報を用いない

ため，住民の事情を考慮するこ

とができず，直接的に住民便益

の向上に寄与することはできな
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かった． 

本報告では，公共機関の一つである水道事業者の住民便益

向上，コスト削減を，IT を用いて支援することを目的とし

て，官民が保有する住民並びに公共施設等に関する社会情

報を利活用するサービスを提案し，技術要素を抽出する．

但し本報告では，需要予測のような日々の運用に関するサ

ービスではなく，長期的な住民便益向上に寄与すると考え

られる事業計画管理に関するサービスを対象とする．同サ

ービスは，Open Data の利活用，及び国民 ID 等を用いた官

民連携社会情報収集・管理 Platform を想定した情報サービ

スである． 

以下，2 章にて提案するサービスの概要を，3 章にて各サー

ビスの詳細を述べ，4 章に事業者による評価を述べる． 

2. 社会情報利活用サービス概要 

東京都水道局の将来像を示した「将来の首都東京にふさわ

しい水道施設の再構築を考える会」報告書[6]，及び中期計

画[7]に基づき，情報資産を活用した事業計画管理として，

以下のサービスを考案した．これらのサービスは，自治体

向けサービス[1]における技術も用い，水道施設情報・配水

量情報等の水道事業者保有の情報や，住民情報・重要施設

情報等の官民の様々な情報とデータ連携し，分析を行う．

表 1 自治体向け公共資産・住民サービスの技術要素 

No. 技術要素 内容

(1) 住民動向予測 地域毎の住民クラスタ動向を予測
(2) 予算配分最適化 予算配分による市民満足度変化を予測，最適配分を算出
(3) 公共投資シミュレーション 公共投資による公共設備資産価値変化を予測
(4) 施設計画立案 住民分布，時刻毎の人流傾向に基づく施設配置計画立案
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表 1 に，[1]で述べた技術の中で水道向け社会情報利活用サ

ービスでも用いられる技術要素を列挙する． 

以下に各サービスの概要とその効果を列挙する． 

(1) 満足度管理：利用者意向を収集し，地域毎の意向に

合わせた投資計画をシミュレーション・提示するこ

とにより，水道料金の利用方法に関する合意形成が

可能となり，利用者満足度が向上する． 

(2) リスク管理：重要施設（病院，工場，駅等），住民カ

テゴリ（高齢者，乳幼児の有無等）を考慮し，給水

困難時の給水制限・断水・給水配車計画案を生成・

提示することにより，災害時計画における施設・住

民のきめ細かな状況配慮，住民合意形成が可能とな

る． 

(3) インフラ間連携管理：他インフラ設備計画に基づき

施設計画案を生成することにより，水道施設配置計

画への電力設備計画の反映等が可能となる．更に，

インフラ間の設備計画調整が可能となる． 

(4) 資産管理：住民動向予測に基づき設備・補修計画を

作成することにより，水道施設計画における施設・

利用者のより詳細な状況予測，配慮が可能となる． 

これらのサービスと，用いるデータ並びにデータ連携の関

連を（図 1）に示す． 

 水道ポータルを通じた利用者との対話により，住民要

望に基づく満足度管理，リスクコミュニケーションに

よるリスク管理を実現する． 

 Open Data 等の社会情報データ連携により，民間から

の携帯 GPS 情報や交通 IC カードによる住民活動情報，

自治体に蓄積されている住民情報，官民に蓄積された

病院，工場，駅等の重要施設の位置情報等を利用して，

上記 4 つのサービスを実現する． 

 インフラ間データ連携により，電力事業者，道路事業

者等，他事業者のインフラ設備計画を用いて，インフ

ラ間連携管理を実現する． 

3. 社会情報利活用サービス詳細 

以下に，各サービスの詳細な説明と，それらに含まれる技

術要素の説明を示す． 

 幾つかの機能はサービス間で共通する． 

 各サービスには以下に挙げる機能が含まれる． 

 運用で解決できる機能 

 人手で実現する機能 

 人の作業をシステムが支援する対話型の機能 

 既存技術を適用することにより実現する機能 

 各サービスに含まれる機能の中で，新たな技術開発が

必要と考えられる機能（技術要素）は図中に赤字で示

し，詳細を説明する． 

図 1 水道事業者向け社会情報利活用サービス 
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 自治体向けサービス[1]にて説明した技術要素に関し

ては表 1 に記載の番号を付記する． 

3.1 満足度管理 

利用者意向を収集し，地域毎の意向に合わせた投資計画を

シミュレーション・提示するサービスである（図 2）． 

水道ポータルにより，利用者の意見を集約し，地域毎の意

見傾向を抽出する．求められた意見傾向と予測住民分布並

びに予測重要施設配置を考慮しながら，予算配分最適化(2)

の技術を用いて地域毎に優先順位づけされた投資計画案を

立案する．「水の出が悪い」等の意見内容によっては，浄水・

給水施設の制御パラメータを変更する．また，投資計画案

に対し公共投資シミュレーション(3)を行い，予測される投

資効果を水道ポータルに提示し，利用者との合意形成を行

う． 

 地域毎意見傾向抽出：利用者からの要望に該当する居

住位置若しくは在勤在学位置，またはモバイル入力の

場合の GIS 位置情報によるクラスタリングを行い，地

域毎の要望傾向を求める． 

 投資計画案生成：地域毎の要望傾向に合わせ，住民動

向予測(1)に基づく予測住民構成並びに重要施設配置

予測（3.3 参照）に基づく予測配置を考慮しながら地

域毎の投資計画とその優先順位の案を生成する． 

 制御パラメータ生成：給水ポンプの水圧等，利用者か

らの要望に応じて，運用における制御パラメータ変更

値を生成する． 

予算担当者は，生成された予算案とその根拠を参考に予算

を編成できる．またこれにより，水道料金の利用方法に関

する合意が形成でき，利用者満足度の向上が図れる． 

3.2 リスク管理 

重要施設，住民カテゴリに合わせ，給水困難時の給水制限・

断水・給水配車計画案の作成を支援するサービスである（図 

3）． 

配水・消費量や配水網・水道施設位置情報等の水道局保有

の水道情報に加え，社会情報データ連携により入手する，

重要施設位置情報や交通情報，携帯 GPS 履歴情報や交通 IC

カード履歴情報等の活動情報，住民情報等を用いることに

より，給水制限・断水計画や給水車配車計画を立案する． 

水道局保有の情報に加え重要施設情報や住民情報を用いて，

給水優先施設を考慮した水需要予測を行い，渇水時／災害

時計画案を生成する．予測需要に加え，活動情報や住民情

報から求めた時刻毎の住民配置を用いて災害時計画案を生

成する．また，交通情報を基に交通状況を推定し，渇水時

の給水車配車計画案を生成する．立案された計画は，リス

クコミュニケーションにより，予め利用者との合意を形成

する． 

 優先施設考慮地域毎需要予測：住民動向予測(1)に基づ

く予測住民構成並びに重要施設配置予測（3.3 参照）

に基づく予測配置を考慮しながら，現状の需要量に基

づき地域毎の予測需要とその優先度を求める． 

 時刻毎人流予測：住民活動情報並びに住民情報から，

時空間クラスタリング[8]や住民動向予測(1)に基づき，

時刻毎の住民の配置（地域毎時間毎の人数）を予測す

る． 

 リスクコミュニケーション：リスクについて直接間接

に関係する人々が意見を交換し，合意を形成する[9]． 

これにより，災害時計画における施設・住民のきめ細かな

状況配慮，住民合意形成が可能となる． 

3.3 インフラ間連携管理 

他インフラ設備計画に基づいた施設計画案の作成を支援す

るサービスである（図 4）． 

電力設備計画，道路設備計画等，他インフラの事業計画を，

インフラ間データ連携により入力し，それらの情報に基づ

いて水道施設の配置計画案，災害・渇水時の配水計画案等

を立案する．同時に他インフラの設備計画に対する要望も

生成し，他インフラとのインフラ間ネゴシエーションを行

うことにより，前記計画案を最適化していく．また，重要

施設の位置情報や住民情報が入手可能である場合には，そ

れらの情報を用いて住民動向予測(1)や施設計画立案(4)の

技術を用いた重要施設配置予測を行い，地域毎の水需要予

測（3.2）に基づく水道施設配置計画や 3.2 で求める災害・

渇水時配水計画に反映する． 

 重要施設配置予測：現在の重要施設配置情報と予測住

民分布から，重要施設の配置を予測する． 

 水道施設配置計画生成：地域毎の予測水需要と予測重

要施設配置，及び他インフラである電力事業者の施設

計画から，水道施設の長期的な配置計画案を生成する．

必要に応じて，追加電力供給等の電力設備向け要望を

生成する． 

 災害・渇水時配水計画生成：3.2 の配水車配車計画生

成機能に加え，他インフラである道路事業者の道路整

備計画を参照して長期的な計画案を生成し，問題が予

測される場合には道路事業者向けに要望を生成する． 

 インフラ間ネゴシエーション：他インフラの施設計画

生成システムと連動し，他インフラ設備に対する要望

を伝達し，他インフラの施設計画に変更があった場合

には新たな計画案に基づき水道施設配置計画案と設

備要望を再生成することを繰り返すことにより，両イ

ンフラ設備計画の齟齬を解消していく． 

これにより，水道施設配置計画への電力設備計画の反映や，

給水車配車計画への道路整備計画の反映が可能となる． 

3.4 資産管理 

予測重要施設配置と予測住民分布に基づき設備保全計画作

成を支援する（図 5）． 

水道情報に基づく施設劣化予測に加え，重要施設情報や住

民情報を用いることにより，重要施設を優先し，住民カテ

ゴリ分布を考慮した水道網補修計画を立案する．また，地
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域毎の水需要予測に基づき水道施設配置計画案や長期的補

修計画案を生成する．水道事業者が保有する施設情報，需

要家消費情報だけでなく，外部に存在する重要施設情報や

住民情報に基づいて補修計画や施設計画の立案を行う点が

従来の資産管理と異なる． 

 優先施設・人口分布考慮補修計画生成：重要施設配置

と地域毎の水需要，及び施設の劣化予測結果に基づき，

水道網の点検・補修計画案を生成する．また，重要施

設の位置情報や住民情報を用いることにより，住民動

向予測(1)や重要施設配置予測（3.3）を行い，地域毎

の水需要予測に基づく長期的補修計画案を生成する． 

 水道施設配置計画生成：地域毎の予測水需要，予測重

要施設配置から水道施設の配置計画案を生成する．

3.3 における計画案生成を比較し，他インフラの環境

に大きな変化がない中期的な計画作成支援を想定す

る． 

これにより，水道施設計画における施設・利用者のきめ細

かな状況配慮が可能となる． 

4. 事業者による評価 

以上述べたサービスに関し，2 つの水道事業者に提案し，

評価を頂いた．3.1 の満足度管理は，住民の意向把握と予

算への反映，説明責任の観点から，非常に有用であるとの

評価だった．3.2 のリスク管理に関しては，特にリスクコ

ミュニケーションの重要性が評価された．一方，3.3 に関

しては，他インフラとのデータ連携が非常に困難であると

の評価だった．3.2 のリスク管理と 3.4 の資産管理に関して

は，いずれも既に内部情報を用いて行っている業務であり，

事業者によっては，既に独自に重要施設情報等を入手して

反映している場合があるので，社会情報データ連携により

住民便益並びにコストが現状より大きく改善されるような

らば有用である事が分かった． 

5. おわりに 

官民が保有する住民並びに公共施設等に関する社会情報を

利活用することにより，水道事業者による住民便益向上，

コスト削減を支援する 4 つの事業計画管理サービスを，水

道局の資料を調査し整理することにより考案した．また，

水道事業者からは特に，満足度管理とリスク管理のリスク

コミュニケーションに関して高い評価を頂いた． 

今後は特に評価が高かった満足度管理並びにリスクコミュ

ニケーションの技術開発を推進すると共に，各サービスに

関して，効果の実証，事業者ニーズに合致するような機能

の修正・追加，及び社会情報を利活用した運用サービスの

考案を行っていく． 
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図 2 満足度管理 

図 3 リスク管理 

水道ポータル

水の出が悪い

浄水・給水施設
要望振り分け

制御パラメタ
生成

制
御
パ
ラ
メ
タ

投資計画案
生成

きれいな水を

環境配慮

水
道
施
設
投
資
計
画

（
予
算
配
分
）

予測
重要施設

配置

予測住民
分布

安定供給

地域毎
意見傾向抽出

地域毎優先
順位付け

予測結果
提示 投資効果

シミュレーション

時刻毎地域毎配水量

期間毎世帯毎水消費量

住民情報（４情報）

家族構成等

住
民
情
報

携帯GPS情報

交通ICカード履歴

活
動
情
報

重要施設情報
（病院，工場，駅…）

水道施設位置情報

交通情報
（道路網，渋滞状況）

水
道
情
報

配水網情報

空
間
情
報

渇水時
計画生成

給水車配車
計画生成

災害時対応
計画生成

給水制限・断水計画
•制限・断水時間
•制限・断水地域

給水車配車計画

リスク
コミュニケーション

交通状況推定

優先施設考慮
地域毎需要予測

時刻毎
人流予測

地域毎
優先度付
予測需要

時刻毎
予測住民

配置

社会情報データ連携

ⓒ 2014 Information Processing Society of Japan

Vol.2014-IS-129 No.4
2014/9/10



情報処理学会研究報告 
IPSJ SIG Technical Report 

 

 

6
 

図 4 インフラ間連携管理 

図 5 資産管理 
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